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当社子会社によるマレーシア・サラワク州沖ラヤン油ガス田における 

原油の商業生産開始について 

                                         

当社子会社のＪＸ石油開発株式会社（社長：細井 裕嗣
ひ ろ し

）のプロジェクト会社であるＪＸマレ

ーシア石油開発株式会社（社長：橋本 隆夫。以下「ＪＸマレーシア」といいます。）は、マレ

ーシア・サラワク州沖 SK10 鉱区において、オペレーターとして生産・操業を継続しておりますが、

2019 年 12 月 3 日に同鉱区内のラヤン油ガス田において原油の商業生産を開始しましたので、お

知らせいたします。 

なお、本件による 2020 年 3 月期連結業績への影響は軽微です。 

 

以 上 

 

 

「添付資料」 

マレーシア・サラワク州沖ラヤン油ガス田における原油の商業生産開始について 

  



ＪＸ石油開発株式会社 総務部 総務・広報グループ  〒100-8163 東京都千代田区大手町一丁目 1番 2号  TEL:03-6257-6000 

2019 年 12 月 18 日 

各  位 

ＪＸ石油開発株式会社 

 

マレーシア・サラワク州沖ラヤン油ガス田における原油の商業生産開始について 

～生産体制拡充のため浮体式生産貯油出荷設備を新設～ 

 

当社（社長：細井 裕嗣
ひ ろ し

）のプロジェクト会社であるＪＸマレーシア石油開発株式会社（社長：橋本 隆夫。

以下「ＪＸマレーシア」といいます。）は、マレーシア・サラワク州沖 SK10 鉱区において、オペレーターと

して生産・操業を継続しておりますが、2019 年 12 月 3 日に同鉱区内のラヤン油ガス田において原油の商業生

産を開始しましたので、お知らせいたします。 

 ラヤン油ガス田では、2017 年 5 月より天然ガスを生産しておりますが、今般、新たに浮体式生産貯油出荷

設備（FPSO：Floating Production,Storage and Offloading System、以下「FPSO ヘラン」といいます。)を

使用することにより、天然ガスに加え、原油の生産を開始したものです。 

ラヤン油ガス田における原油の生産量（グロス、以下同じ。）は日量約 3,000 バーレルを見込んでおり、す

でに生産中の天然ガスを加えると、同油ガス田の生産量は、今後、原油換算で日量約 10,000 バーレルまで増

加する見込みです。    

また、FPSO ヘランは、今後、同じく SK10 鉱区内のヘランガス田から生産される原油分の出荷にも活用する

予定であり、FPSO ヘランを通じたラヤン油ガス田およびヘランガス田からの生産量は、原油換算で日量約

20,000 バーレルに達する見込みです。     

ラヤン油ガス田に加え、ヘランガス田およびベリルガス田を擁する SK10 鉱区は、当社の主力プロジェクト

の一つであり、今回の生産設備拡張により、同鉱区の資産価値向上と収益力強化が実現することとなります。 

当社は、今後とも堅調なアジアの原油・天然ガス需要を背景に、引き続きマレーシアにおいて、オペレータ

ーとして石油・天然ガス開発事業に取り組むことにより、同国との長期的・良好な信頼関係を維持・拡大し、

安定したキャッシュフローの創出とプロジェクトの価値最大化を図ってまいります。 

以 上 

添付資料 
１．SK10 鉱区およびＪＸマレーシア石油開発株式会社の概要 

２．ラヤン油ガス田、ヘランガス田およびベリルガス田の位置図 

３. FPSO ヘランの外観 



 

ＪＸ石油開発株式会社 総務部 総務・広報グループ  〒100-8163 東京都千代田区大手町一丁目 1番 2号  TEL:03-6257-6000 

 

添付資料１ 

 

 

＜SK10 鉱区およびＪＸマレーシア石油開発株式会社の概要＞ 

 

 

１． マレーシア SK10 鉱区の概要 

 

(1) 鉱区取得日：1987 年 11 月 16 日 

(2) 権益比率：ＪＸマレーシア石油開発株式会社（75％）、ペトロナスチャリガリ（25％） 

(3) 主な沿革： 

1987 年 11 月  マレーシア国営石油会社ペトロナスとの間で生産分与契約(PSC)、 

              ペトロナスチャリガリとの間で共同操業契約(JOA)を締結 

1990 年 11 月 ヘランガス田発見 

1991 年  5 月 ラヤン油ガス田発見 

2003 年 11 月  ヘランガス田商業生産開始 

2017 年 5 月  ラヤン油ガス田(ガス)商業生産開始 

2018 年  9 月  ベリルガス田商業生産開始 

2019 年 12 月  ラヤン油ガス田(原油)商業生産開始 

  

２． ＪＸマレーシア石油開発株式会社について 

 

(1) 名 称：  ＪＸマレーシア石油開発株式会社 

    （英文名）JX Nippon Oil & Gas Exploration (Malaysia) Limited 

(2) 設    立：   1987 年 10 月 14 日 

(3) 所 在 地：   (本社)東京都千代田区大手町一丁目 1番 2号 

(4) 代 表 者：  代表取締役社長 橋本 隆夫（ＪＸ石油開発株式会社 取締役常務執

行役員 第１事業本部長） 

(5) 資 本 金：  131 億円（2019 年 11 月末現在） 

(6) 株 主：  ＪＸ石油開発株式会社（78.7%）、国際石油開発帝石株式会社（15.0%）、 

三菱商事株式会社（6.3%） 

(7) 事業内容：  マレーシアおよびその周辺地域における石油、天然ガスその他の鉱物

資源の探鉱、開発、採取、加工、貯蔵および売買ならびに付帯する事

業 

 

以 上 



ＪＸ石油開発株式会社 総務部 総務・広報グループ 〒100-8163 東京都千代田区大手町一丁目 1番 2号  TEL:03-6257-6000 

 

添付資料２ 

 

＜ラヤン油ガス田、ヘランガス田およびベリルガス田の位置図＞ 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＪＸ石油開発株式会社 総務部 総務・広報グループ 〒100-8163 東京都千代田区大手町一丁目 1番 2号  TEL:03-6257-6000 

 

添付資料３ 

 

＜FPSO ヘランの外観＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 
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